
ハンズオン2の前に
Office sevenF 今泉みゆき



自己紹介
•1989年ぐらいからFileMaker
の開発者 

• 現在はフリーランス,Office 
sevenFとして活動中 

• 本もいくつかありますが、古
すぎるので割愛 

• FileMaker Certified 
Developer 8,9,11～18 

• 猫好き



認証方法
“利用者の特定を行い、アカウントが確定” 

抜粋:: 林 伸夫  “INTER-Mediator Training Course”。 Apple Books  

ユーザー名とパスワードで認証

ネイティブ認証

ユーザー認証



ネイティブ認証(1)
データベースエンジンに組み込まれたユーザーを利用する



ネイティブ認証(2)
データベースエンジンに組み込まれたユーザーを利用する



ユーザー認証
アプリケーションDBのユーザーテーブルを利用する

LDAPやOAuth2の時もこっち



認可
“アクセス権（Authorization）」は、「認可」とも呼ばれます。通常は認
証によって確定したアカウントに対する処理範囲の制限を行う機能です。” 

抜粋:: 林 伸夫  “INTER-Mediator Training Course”。 Apple Books  

ユーザー単位　または　グループ単位

定義ファイルで指定

グループについてはアプリケーションDBの
グループテーブルを利用する



必要項目
authgroupテーブル 

ID 
groupname

issuedhashテーブル 
ID 

user_ID 
clienthost 
hash 
expired

authcorテーブル 
ID 

user_ID 
group_id 

dest_group_id

authuserテーブル 
ID 

username 
hashedpassword

※ネイティヴ認証の場合のみ不要

テーブル名は変更可能



ハンズオン2でやること

• ページにユーザー認証を必須にする 

• 閲覧専用ページの開発  

• 個人ごとのメモにする 



ページにユーザー認証を
必須にする



ユーザー管理ページサンプル



ユーザー管理ページ

ユーザー名　user1

パスワード　user1



ユーザー管理ページ



ページにユーザー認証を必須にする
ハンズオン1で作ったページをgroup2のユーザーでないと表示できないようにします。 





閲覧専用ページ



閲覧専用ページ



閲覧専用ページ



閲覧専用ページ



閲覧専用ページ

「page02.htmlを編集する」をクリックして新しいページを開きます。



閲覧専用ページ
ここをクリック

page02.htmlの編集画面にコピーします。



閲覧専用ページ
「page02.htmlを表示する」をク
リックすると認証なしで閲覧専用ペー
ジが表示されます。



閲覧専用ページ



個人ごとのメモにする 



個人ごとのメモにする 
1. def01.phpでContextを追加します。Show Allを忘れずに! name:messageauth 

table:chat 
view:chat 
key:id 
paging:true repeat-
control:confirm-delete 
records:10  
sort:[[ field:postdt, 
direction:desc ]] 
post-reconstruct:true 
post-dismiss-message:
投稿しました。少し待つと画
面が更新されます。  

authentication:[ all:[ target:field-
user, field:user ]]  



個人ごとのメモにする 

「page03.htmlを編集する」をクリックして新しいページを開きます。



個人ごとのメモにする 
ここをクリック



個人ごとのメモにする 

User1でログイン

入力テスト

2,3書き込みしてみましょう

User5でログイン

2,3書き込みしてみましょう

User1でログイン



個人ごとのメモにする 
Authentication, Authorization and Securityのallに設定します。

authentication:[ all:[ target:field-user, field:user ]]  

authentication:[ all:[ target:field-user, field:user ]]  


